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巻　頭　言

医学と科学の「新日常」

国立研究開発法人 国立成育医療研究センター研究所 
副所長　再生医療センター長

梅　澤　明　弘

Akihiro UMEZAWA

コロナウィルスにより、学問にたずさわってきた人たちにとっても大きな変革があった。学問の世界にお
ける「新日常」を探る日々である。
まず、困惑したことは、緊急事態宣言の発令とともに、私が勤務する研究施設は事実上の閉鎖となったこ
とである。大学生は実習・研究ができなくなり、自宅待機となり、一部の授業しか聴講できなくなった。不
要不急の活動はすべて中止となり、実習・研究活動はその不要不急となった。研究施設に隣接する病院施設
は制限はあるものの、コロナ対策を含めて医療が行われているのと対照的な対応となった。社会科学であれ
ば自宅での研究活動ができる部分もあると推測する。医学及び生物学の分野ではどうしても研究室での活動
が不可欠であり、今後の考え方の整理をしていかなくてはいけない。少なくとも、研究は不要不急の範疇と
判断されると覚悟が必要である。40年に渡って研究室にいることに誇りを感じて過ごしている者にとって
の、「新日常」での心持ちはどんなものであるか。
次に、感染症に対する学問の復活があり、そこに最新の研究成果が利用されていることが印象深い。ワク
チンもさまざまであり、RNA、DNA、蛋白質とある。一番驚いたのは、RNAワクチンで、不安定な RNA
を用いてワクチンがヒトで有効性を示される可能性があるのは驚きである。DNAワクチンも用意されよう
としている。ワクチンと言えば、生ワクチン、不活化ワクチン、組み換え蛋白質を想定するものの開発スピー
ドを考えると RNA及び DNAワクチンは興味深い。私の勉強不足を恥じるべきであろう。
また、研究活動を行う上で、研究室での膝を突き合わせての雑談や居酒屋での会話はかかせないと思って
いる。それが、今では研究室内でのミーティングはウェブで行われ、居酒屋でのミーティングはない。さら
に、ウェブ学会に参加したときは驚いた。予想に反し、結構わかりやすく良かったというものである。スラ
イドが見やすいこと、声が聞こえやすいこと、そして会場間の移動がなくてすむこと、聞きたい内容は何度
も聞くことができる。ウェブ学会はいいじゃないか。それでは、YouTubeで発表をアップすれば良いではな
いかと、研究者も YouTuberになればよいではないかという意見もでてこよう。ウェブ学会というプラット
フォームは、YouTubeというプラットフォームに比べるとまだまだ優れているというのが私の実感である。
私にとっての研究生活の「新日常」はどうなっていくのかは予想できない。いろいろな意味でサバイバル
するしかない。不要不急とされる研究活動は、人類ならびに社会にとって必要であることを証明して見せた
い。
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